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会
研
修
を
行
っ
た
後
、
住
民
団
体
か

ら
報
告
会
の
開
催
を
要
望
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
翌
年
か
ら
は
委

員
会
ご
と
に
各
地
区
へ
出
か
け
て
議

会
報
告
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

10
年
か
ら
は
、「
あ
お
ぞ
ら
会
議
」と

し
て
商
工
会
・
農
業
委
員
会
・
区
長

会
・
町
づ
く
り
の
会
な
ど
と
合
同
で

会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

同
議
会
で
は
、
要
望
や
質
問
な
ど

の
内
容
を
①
持
ち
帰
り
調
査
の
上
で

報
告
す
る
も
の
②
執
行
部
に
提
言
す

る
も
の
③
議
会
で
一
般
質
問
と
し
て

取
り
上
げ
る
も
の
―
―
に
分
類
し
、

主
な
も
の
に
対
す
る
議
会
や
執
行
部

の
回
答
を「
議
会
だ
よ
り
」
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
民
と
議

会
の
意
見
交
換
会
を
経
て
10
年
３
月

議
会
で「
議
会
基
本
条
例
」を
制
定
。

議
会
だ
よ
り

第
50
号

内
子
町
議
会
議
員
研
修
の
報
告

　
内
子
町
議
会
各
常
任
委
員
会
が
１
月
25
〜
27
日
に
か
け
て
行
っ
た
所
管
事

務
に
関
す
る
行
政
視
察
研
修
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
　
山
田
　
博ひ

ろ

文ふ
み

◇
御
船
町
議
会
研
修

　

熊
本
市
の
東
南
16
・
６
㌔
に
位
置

す
る
御
船
町
は
、
面
積
99
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、人
口
約
１
万
８
０
０
０
人

の
第
一
次
産
業
中
心
の
町
で
す
。
平

成
の
合
併
に
向
け
進
ん
で
い
ま
し
た

が
、
２
０
０
４
年
の
住
民
投
票
で
８

割
の
町
民
が
反
対
し
た
た
め
単
独
町

政
に
か
じ
を
切
り
、
執
行
部
と
共
に

議
会
も
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
07
年
の
改
選
に
合
わ
せ

て
定
数
を
削
減
し
、
議
会
の
１
問
１

答
方
式
を
導
入
。
北
海
道
夕
張
市
・

ニ
セ
コ
町
・
栗
山
町
・
小
樽
市
で
議

う
に
感
じ
ま
し
た
。

◇
豊
後
高
田
市「
昭
和
の
町
」視
察

　

豊
後
高
田
市
は
、
商
業
と
観
光
を

一
体
化
し
た「
昭
和
の
町
」
と
し
て

中
心
市
街
地
の
再
生
に
成
功
し
、
年

間
40
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
ま
ち
を
担
う
40
歳
代
の
構
想
に

よ
り
９
軒
で
始
め
た
商
店
街
の
再
生

は
広
域
観
光
に
さ
ら
な
る
拍
車
を
掛

け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
研
修
を
、
こ
れ
か
ら
建
築

さ
れ
る
小
田
地
区
の
幼
・
小
・
中
学

校
や
学
校
教
育
の
場
へ
の
助
言
・
提

言
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
あ
ら
ゆ
る
意
見
に
耳
を
傾

け
、
若
者
の
夢
を
叶
え
る
ま
ち
づ
く

り
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

小
・
中
一
貫
教
育
と
し
て
、
音
楽

や
美
術
教
諭
は
小
・
中
学
校
を
掛
け

持
ち
し
、
中
学
校
で
の
学
習
形
態
へ

の
急
激
な
変
化
を
緩
和
し
ス
ム
ー
ズ

な
接
続
を
図
る
協
働
指
導
体
制
が
取

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
特
徴
的
な
教

育
方
針
と
し
て
、
近
く
に
ア
ジ
ア
立

命
館
大
学
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
外

国
語
科（
英
語
）
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

統
合
時
の
苦
労
点
な
ど
を
質
問
し

た
と
こ
ろ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
委
員

会
、
学
校
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
２

年
間
か
け
て
地
域
性
の
違
い
を
解
消

す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
行
い
、
ま
と
ま
り
が
で
き
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

建
築
に
関
し
て
は
、
地
場
産
業
で

あ
る
林
業
を
生
か
し
、
地
元
産
の
木

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
面
積
は
体
育
館
と
合
わ
せ
て
３

１
１
６
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
事
業
費

約
８
億
円
。
玄
関
や
教
室
の
、
市
有

林
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
ス
ギ
丸
太
が

り
り
し
く
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
広

い
廊
下
や
全
児
童
が
集
ま
る
こ
と
の

で
き
る
中
庭
は
各
教
室
の
ど
こ
か
ら

も
見
る
こ
と
が
で
き
、
教
員
に
と
っ

て
も
安
心
・
安
全
な
校
舎
で
あ
る
よ

割
合
か
ら
す
れ
ば
多
く
、
年
齢
も
若

い
よ
う
で
す
。
ま
た
98
年
に
Ｆ
Ｍ
お

ぐ
に
を
開
局
し
、
全
戸
に
Ｆ
Ｍ
告
知

端
末
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
10
年
に

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
全
戸
に
つ
な
ぎ

格
安
で
運
用
す
る
な
ど
、
恵
ま
れ
た

ハ
ー
ド
面
と
マ
ン
パ
ワ
ー
の
活
力
に

感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
の
成
果
を
議
会
活
動
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
　
下
野
　
安や

す

彦ひ
こ

◇
宇
目
緑
豊
小
学
校
視
察

　

大
分
県
佐
伯
市
に
あ
る
宇
目
緑
豊

小
学
校
は
、
海
抜
２
４
０
㍍
の
小
高

い
丘
を
造
成
し
建
造
さ
れ
た
、
温
も

り
溢
れ
る
木
の
香
る
校
舎
で
す
。

　

２
０
１
０
年
４
月
に
重
岡
小
・
小

野
市
小
・
木
浦
小
の
３
校
が
統
合

し
、
翌
年
か
ら
隣
接
す
る
宇
目
緑
豊

中
学
校
と
の
小
・
中
一
貫
教
育
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
１
１
４

人
の
う
ち
60
人
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通

学
で
、
少
子
高
齢
化
は
こ
の
町
も
同

じ
で
、
帰
宅
し
て
も
遊
び
相
手
が
な

く
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
夕
方
ま
で
過
ご

議
会
の
活
性
化
と

消
防
・
防
災
の
取
り
組
み

木
材
を
活
用
し
た
学
校
施
設

こ
の
中
で
、 

議
会
モ
ニ
タ
ー
を
設
置

し
、
議
会
運
営
に
関
す
る
要
望
や
提

言
な
ど
を
聴
取
し
て
い
ま
す
。
情
報

公
開
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
町
民

に
分
か
り
や
す
く
説
明
責
任
を
果
た

す
。
こ
の
よ
う
な
会
議
を
通
し
て
得

た
町
民
の
意
見
を
町
政
に
反
映
し
、

町
民
と
共
に
歩
み
、
行
動
す
る
議
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
熱
心

に
真し

ん

摯し

に
町
民
に
応
え
よ
う
と
い
う

姿
勢
を
感
じ
、
大
変
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

◇
小
国
町
防
災
研
修

　

熊
本
県
小
国
町
は
総
面
積
１
３
６

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、人
口
約
８
２
０

０
人
、
ス
ギ
材
な
ど
で
知
ら
れ
る
筑

後
川
源
流
域
、
阿
蘇
外
輪
山
の
外
側

に
あ
る
農
山
村
で
す
。
１
９
９
１
年

９
月
の
台
風
19
号
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
自

分
の
地
域
、
命
は
自
分
で
守
る
」
と

自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
に
動

き
、
92
年
に
町
全
域
で
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
翌
年
の
災
害
で
は
そ
の
効
果

が
現
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て
倒
木
な

ど
が
下
流
域
に
流
れ
る
の
を
防
ぐ
ス

リ
ッ
ト
ダ
ム
の
効
果
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
３
６
６
人
で
人
口
の

産
業
建
設
常
任
委
員
　
山
上
　
芳よ

し

子こ

◇
日
田
市
小
水
力
発
電
事
業
視
察

　

筑
後
川
の
上
流
に
位
置
す
る
大
分

県
日
田
市
は
、
市
内
各
地
に
多
く
の

河
川
や
水
路
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら

古
く
か
ら「
水
郷
ひ
た
」と
呼
ば
れ
、

豊
富
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
水
資
源
の
有
効
活
用
を

推
進
す
る
た
め
、
２
０
１
０
年
度
に

市
内
２
カ
所
で
小
水
力
発
電
の
実
証

実
験
を
実
施
。
そ
の
結
果
か
ら
、
市

内
の
河
川
や
水
路
に
は
小
水
力
発
電

に
最
適
な
環
境
が
多
く
存
在
す
る
こ

と
が
確
認
で
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
、
二
酸
化
炭
素
の

削
減
、
環
境
教
育
の
場
の
提
供
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
な
ど
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
小
水
力
発
電
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
な
ぜ
、
小
水
力
発
電
な
の
で

し
ょ
う
か
。
同
市
で
は
、
①
水
の
力

を
利
用
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
動
か
し
発

電
す
る
小
水
力
発
電
は
、
比
較
的
構

造
が
簡
単
で
、
設
置
す
る
地
形
に
合

わ
せ
て
発
電
機
を
製
作
で
き
る
②
環

境
を
壊
さ
ず
に
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
、
水
質
や
水
生
生
物
の
生
態
系
に

及
ぼ
す
影
響
も
小
さ
い
③
製
作
に
や

や
時
間
を
要
す
る
が
、
短
期
間
で
設

置
が
可
能
で
あ
る
④
発
電
中
は
二
酸

化
炭
素
を
排
出
せ
ず
、
地
球
温
暖
化

対
策
と
な
る
⑤
行
政
が
率
先
し
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に

努
め
る
こ
と
で
環
境
振
興
に
つ
な
が

る
―
―
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
自
然
環
境

に
優
し
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
り
組
み
は
、「
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ

ン
内
子
」
を
掲
げ
る
内
子
町
で
も
、

今
後
の
環
境
政
策
の
課
題
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
３
月
の
福
島
原
発
事
故
の
発

生
以
降
、
原
子
力
政
策
の
転
換
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
が
強
く

叫
ば
れ
る
中
で
、
小
水
力
発
電
や
太

陽
光
発
電
の
存
在
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
市

は
、
小
水
力
発
電
事
業
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
市
民
や
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
一
層
の
環
境
意
識
の
向

上
に
努
め
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
内

子
町
も
自
然
豊
か
な
町
で
す
。
恵
ま

れ
た
環
境
の
中
で
生
活
す
る
私
た
ち

だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
に
関
心
を

持
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

スギの丸太が印象的な宇目緑豊小学校舎

小
水
力
発
電

導
入
の
取
り
組
み


